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グリーンシートを
わかりやすく解説

　「銀行融資ばかり
に頼らず資金調達
をしたい」 「資金繰
りの悩みから解放さ
れ た い」 「会 社 の
知 名 度 を 上 げ た
い」 ―そんな中小
企 業 の 経 営 者 の
方々の想いに応え
る の が こ の “ま ん
が グリーンシート入

門”。 この本は、 多
くのイラストを活用し
極力文字数を少なく
することで、 とても読
みやすい本となって
いますが、 単に読
みやすいというだけ
でなく、 最後まで読
むことによって、 株
式会社の基本的な
仕 組 み か ら グ リ ー
ンシートで株式公開
を行うための手続き

までを知ることができ
る、 大変中身の濃
いものです。

イラストはイトウソ
ノコさんが担当

　“まんが グリーンシ

ート入門” に掲載さ

れているイラストは、

イラストレーターのイト

ウソノコさんにご担当

いただきました。 イト

ウさんは、 テレビ CM

でも話題になってい
る “懸 賞 パ ズ ル パ
クロス” のウェブサイ
トページ、 多くの受
験生が利用している
“進 研 ゼ ミ 中 学 講
座” のパンフレット、
女性向け情報誌の
STUDY! L25 の コ ラ
ムなど、 多くの人の
目に触れるさまざま
な媒体にイラストを
提供されています。

ただ単に親しみやす
いだけでなく、 それ
ぞれのテーマの大切
なポイントを的確に
表現しているイトウさ
んのイラストが、 この
本をさらに読みやす
くしています。

グリーンシート企業
の生の声が満載

　この本の中では、
実例や実際の企業

い て 説 明 し て い ま
す。
　まず、 当社が創業
した時に株式を募集
して資金調達を行っ
たこと、 創業後事業
がなかなかうまくいか
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　“まんが グリーン
シ ー ト 入 門” は、
次のような流れで
グリーンシート につ
　                                                                                   

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　                        

なかった頃の話から

始まります。 株主の

皆様からお客様をご

紹介いただいたりし

ながら、 何とか経営

を軌道に乗せること

ができた当社自身の

経験から、 本来ある

べき株主と経営者の

関係について説明

し、 そこから当社に

おけるグリーンシート

の理念でもある “事

業を長期的に応援

する株主の募集” に

繋がっていきます。

このあたりを読んでい

くと、 中小企業に

は縁遠く思われがち

な公募増資による資

金調達が、 とても身

近なものとして感じ

られるようになって

／ 全国の書店のほか、楽天ブックス、アマゾン、クロネコヤマトのブックサービス（０１２０-２９-９６２５）等で簡単にご注文いただけます。

経営者の声を数多
く 取 り 入 れ て い ま
す。 中小企業でも
公募増資で資金調
達ができるという実
例としては当社の
創業時を、 グリー
ンシートでの株式公
開についての実例
としては、 グリーン
シート企業７社の経
営者の方へのイン
タビュー形式による
実際の声を紹介し
ています。　　
　こういった実例を
数多く紹介すること
で、 グリーンシート
のみならず、 公募
増資による資金調
達について馴染み
の少ない中小企業
経営者の方であっ
ても、 株式公開の
本来の考え方、 そ
の意義やメリッなど
を網羅的に理解す
ることができるよう
になっています。

き ま す。　　　　　　　

グリーンシート企業の
特長 ・審査基準も

　中盤では、 実際に
銘柄指定を受けて
いる“グリーンシー
ト企業による自己
紹介”が掲載され
ています。さまざ
まな業種・地域の
企業が紹介されて
おり、ここまで読
み進んでくると、
グリーンシートに

対するイメージも

随分変わってくる

かもしれません。
　最後の第５章で
は、グリーンシー
トで株式公開を行
うための手続きに
ついて、詳しく説
明しています。今
後、グリーンシー
トを活用しようと
考えている経営
者の方々には、
必見の内容です。
　付録では、当社
の生い立ちもご紹
介しています。是
非、お読みいただ
ければ幸いです。
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広告等における表示事項 
 
本書に記載の情報に基づき、グリーンシート株式公開に関

するお取引をいただく場合は、次の事項に十分ご注意くださ

い。 

 

■グリーンシート株式公開及び譲渡制限付店頭取扱有価証

券の発行については、募集、私募又は売出しに申し込ま

れる投資者への１株当たりの販売価格である募集価額・販

売価額と発行会社・売出人への１株当たりの払込金額で

ある発行価額・売出価額との差額の総額は、募集、私募

又は売出しの取扱いを行う金融商品取引業者の手取り金

となります。 

■グリーンシート株式公開にあたっては、継続開示等に係る

有償の業務契約を別途締結していただきます。 

■株式相場、金利水準、為替相場等の変動及び発行会社

の財産の状況の変化等により、有価証券の発行又は売出

しの延長又は中止を余儀なくされ、予定の資金調達が行

えない可能性がありますので、あらかじめご理解願いま

す。 

■金融商品の経理、税務処理については、事前に税理士

等の専門家に十分にご確認ください。 

■実際のお取引に当たっては、必ず契約締結前交付書面

をよくお読みになり、お客様の判断と責任に基づいてご契

約ください。 

 

グリーンシート銘柄へのご投資や売買を行う場合には、以下

の事項にご留意ください。 

 

■グリーンシート銘柄を募集等によりご購入の場合は、募集

価額と発行価額（又は発行価格と発行価額）の差額の総

額は、募集取扱証券会社の手取金となります。 

■グリーンシート銘柄を売買する場合には、約定金額の

2.1％（消費税込。当該金額が 3,150 円未満のときは 3,150

円。）を、当社の手数料として頂戴いたします。 

■グリーンシート銘柄の売買等に当たっては、気配相場等

の変動に伴い、グリーンシート銘柄の価格が変動すること

によって損失が生ずるおそれがあります。 

■グリーンシート銘柄の発行者又は保証会社等の業務や財

産の状況に変化が生じた場合、グリーンシート銘柄の価

格が変動することによって損失が生ずるおそれがありま

す。 

■グリーンシート銘柄等のお取引は、取引所金融商品市場

での取引に比べて流動性が非常に低く、短期間に価格が

大きく変動する可能性もあります 

■会社内容説明書【経理の状況】に記載の利益計画は、計

画の達成が保証されたものではなく、発行会社の株式の

将来の株価を保証するものではありません。 

■金融商品の経理、税務処理については、事前に税理士

等の専門家に十分にご確認ください。 

■実際のご投資に当たっては、会社内容説明書及び契約

締結前交付書面等をよくお読みの上、お客様のご判断と

責任に基づいてご契約ください。 

 

商号等：ディー・ブレイン証券株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 115 号 

加入協会：日本証券業協会 

 

本書は、情報提供を目的としたものであり、投資勧誘その他

金融商品取引契約の締結を目的として作成されたものでは

ありません。投資等に関する決定は、ご自身のご判断で行っ

てくださいますようお願いします。 

 

本書は、本書作成時点における法令諸規則を前提としてお

り、法令諸規則の改正等により、本書に記述された内容に変

更が生じる場合があります。 

 

本書には、過去の実績・事実のほか、当社の主観、意見及

び将来の見通しに基づく記述が含まれております。これらの

記述は、当社が現在入手している情報に基づく判断及び仮

定に基づいており、この判断及び仮定に含まれる不確実性

及び今後の当社の事業運営や経営環境の変化等により、将

来における当社の実際の事業展開とは大きく異なる可能性

があります。 

 

本書に記載された情報については十分注意を払っておりま

すが、諸事情により誤りが含まれる可能性があります。また、

一部主観及び意見が含まれております。記載された情報の

誤りやこれに基づく利用者のご判断等に関し、当社は一切

責任を負うものではありません。 

 

許可なき複製・転載はご遠慮ください。 




